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 国立諫早青少年自然の家教育事業 

 「体験教育・アドベンチャー教育」の手法による“仲間づくり” 

 グループをチームに育てるプログラム研修会(体験編) 
  主催：独立行政法人国立青少年教育振興機構 国立諫早青少年自然の家 

 共催：佐賀県波戸岬少年自然の家 

 後援：長崎県教育委員会、佐賀県教育委員会 

 対象：学校教育関係者、スポーツクラブ指導者、社会教育関係者、企業研修担当者 

    大学生、高校生など 

詳しくは諫早自然の家ＨＰへ 

「
ア
ド
ベ
ン
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体
験
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サ
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【開催日時・場所】※新型コロナウィルス感染拡大防止対策等のため、中止または延期になることがあります。 
 

佐賀会場 ： 佐賀県波戸岬少年自然の家（佐賀県唐津市鎮西町名護屋 5581-1） 

         令和 3 年 5 月 29 日（土） 申込期限 5 月 15 日（土）まで  
 

長崎会場 ： 国立諫早青少年自然の家（長崎県諫早市白木峰町 1109-1） 

  開催日[1]  令和 3 年 6 月 26 日（土） 申込期限 6 月 12 日（土）まで  
 

  開催日[2]  令和 3 年 8 月 25 日（水） 申込期限 8 月 11 日（水）まで  
 

 開催時間〔全会場共通〕10:00～16:15 

 参加費  〔佐賀会場、長崎会場[1]〕250 円 〔長崎会場[2]〕140 円（保険料、教材費） 
9:30 10:00 10:15 12:00 13:00 16:00 16:15 

受付 開講式 【セッション 1、2】 
・グループ作りの基盤 

・グループとチーム 

・チームの成長 

昼食(持参) 【セッション 3、4】 
・コンテントとプロセス 

・体験活動サイクル 

・振り返りの方法 

・指導者の役割 

閉講式 解散 

 

※長崎会場では、諫早駅からの送迎バスを運行します。 
 

～参加者の声～ 
 

・共通の目的のため、協働するチームにするための方法を具体的に学ぶことができました。 
 

・「グループ」から「チーム」への成長曲線を知り、今の自分の状態がどこなのかを冷静に考えること 

 ができました。 
 

・改めて自分で実践してみたい、誰かに話したい、職場で（大人相手に）導入したい内容ばかりで、非 

 常に学びのある１日でした。 
 

申込みはこちらから ※申込者多数の場合は先着順 
5/29 佐賀会場 

 

6/26 長崎会場[1] 

 

8/25 長崎会場[2] 

 

※本所 HPの「イベント情報」欄または「事業一覧（令 

 和 3年度の教育事業）」欄からも申込フォームにア 

 クセスできます。 
 

※参加決定者には、後日、持ち物等の詳細に関する案 

 内をメール送信します。 
 

※参加者は、開催当日に、健康チェックシート（直前 

 14 日間の検温表）を提出していただきます。   

 

 令和 2年度に開催した本事業の続編として、令和 3年度は「理論編」を開催予定でしたが、当面の間、

開催を延期し「体験編」のみを開催いたします。「理論編」への参加を楽しみにされていた皆様へは大変申

し訳ございませんが、御理解の程、お願い申し上げます。 
 

問い合わせ先 

独立行政法人国立青少年教育振興機構 国立諫早青少年自然の家 

「グループをチームに育てるプログラム研修会（体験編）」 担当：大嶋 和幸 

 住所 〒859-0307 長崎県諫早市白木峰町 1109-1 

 電話 0957-25-9111  FAX 0957-25-9115  E-mail isahaya-sen@niye.go.jp  

 U R L https://isahaya.niye.go.jp 
 

 体験教育・アドベンチャー教育とは「自己との対峙」「挑戦」「仲間との協

力」「成功体験・達成感」などといった体験活動・アドベンチャーの特性を生

かし、自らの体験やそれに基づく振り返り（体験学習サイクル）から自分自

身やグループが成長するための「気づき」や「学び」を効果的に学び取るこ

とができる教育手法のことです。 

mailto:isahaya-sen@niye.go.jp

